
〇 〇 〇 〇
都 海 道 道
市 洋 路 路

平 計 生 の の
成 画 物 供 区
十 道 法 支 資 公 用 域
三 教 に 源 の の庁
年 育 よ の 開 変

告十 庁 る 保 始 更

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
豪 公 知 知 肥 道 土 大
雪 共 事 事 料 営 地 規
地 測 権 権 の 土 改 模
帯 量 限 限 登 地 良 小
対 の に に 録 改 区 売
策 終 係 係 良 の 店
特 了 る る 事 定 舗
別 の 保 保 業 款 立

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大 北 等 平 生 生 特 有
規 海 の 成 活 活 定 害
模 道 決 十 保 保 調 図
小 補 定 三 護 護 達 書
売 助 年 法 法 契 類（
店 金 経 度 に に 約 の
舗 交 済 に よ よ に 指
立 付 部 お る る 係 定

第

〇 〇 〇 〇
有 一 一 北
害 般 般 海
興 競 競 道
行 争 争 海
の 入 入 告 洋 規
指 札 札 生
定 の の 物
実 資 資

号

毎
週
火
・
金
曜

二 後 開 示 存 表 （
月 志 発 及 二
二 教 行 び 件
十 育 為 管 ）
一 局 に 理
日 告 関 に

示 す 関
る す
工 る
事 計

金 の 画
完 の

曜 了 変

措 通 安 安 変 の 地
置 知 林 林 更 変 法
法 の の 計 更 第
に 指 指 画 の 六
よ 定 定 の 認 条
る の 決 可 第
市 解 定 二
町 除 項
村 （
道 変
の 更
代 ）
行 の

地 規 所 い 指 介 る
法 則 管 て 定 護 落
第 に 分 補 介 機 札
六 定 助 護 関 者
条 め そ 金 機 の 等
第 る の 等 関 指 の
一 申 二 を の 定 公
項 請 ） 交 変 示
書 付 更（

変 等 す （
更 の る 廃
） 様 事 止
の 式 務 ）

施 格 示 源 則 目
に 採
関 捕
す 数
る 量
公 等
示 報

告
規
則
の
一 次
部

日
発
行

更（
日 二

件
）

（ （ （
資 道 道
源 路 路
管 整 整
理 備 備
課 課 課

工 届
事 出
の
完
了

（ （
土 土（

建 地 地（ （ （
道 設 流 改 改 地
路 部 通 良 良 域（ （
計 総 治 治 対 指 指 産
画 務 山 山 策 導 導 業
課 課 課 課 課 課 課 課

届 の 又 の
出 一 は 届
部 事 出
改 業
正 、 （

補 生
助 活
対 文（ （

経 経 象 化（ （
地 済 済 経 食 ・
域 部 部 費 品 青（ （
産 総 総 、 保 保 衛 少
業 務 務 補 護 護 生 年
課 課 課 助 課 課 課 室

を
改
正
す
る（

生 規
活 則
文 （ （
化 廃 廃 （
・ 棄 棄 資
青 物 物 源
少 対 対 管
年 策 策 理 発行
室 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ）

一 一 一 一
〇 〇 〇 〇
七 七 六 六

最 最 え 間「
初 初 末 、 」 第
の の 日 の 四「

附 六 三 ま 十 下 条
月 月 で 月 に 第

則 三 三 の 一 一「
十 十 間 日 、 項

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
六 六 五 五 五 五 五 四

よ 北
う 北 海
に 海 道
改 道 北 規
正 海 海 則
す 洋 道 第
る 生 海 百

） ） ） 率 ） ） ） ）

一
〇 九 九 九 九 九 九
三 九 八 八 七 六 六

二 一 ◇
告 北

こ 施 の 北 趣 海
の 行 対 海 旨 道
規 期 象 道 及 海
則 日 期 の び 洋

） ） ） ）
電話

ペ
九 九 九 九 ー
五 四 四 三 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
交 政 資 資 政 政 政
番 党 金 金 治 治 治
そ 支 管 管 団 団 団
の 部 理 理 体 体 体
他 道 の 団 団 の の の
の 警 届 体 体 解 届 設

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
政 特
治 定
団 調
体 達
の 道 契
設 選 約

日 一 」 か す 中
ま 日 の ら け 「
で ま 下 十 と 及
の で に 二 う び
間 の 月 だ す「
） 間 三 ら け（
」 、 す 十 に と
を ず け 一 あ う
加 わ と 日 っ だ
え い う 」 て らる が だ を は 」。 に ら 十 を「
に に 一 二 削

。 物 洋 二
資 生 十
源 物 七
採 資 号 規
捕 源
数 採
量 捕
等 数
報 量
告 等
規 報
則 告
規（

は 間 海 内 生
、 等 洋 容 物
平 に 生 資
成 つ 物 源
十 い 資 採
四 て 源 捕
年 改 の 数
一 め 保 量
月 る 存 等
一 こ 及 報
日 と び 告
か と 管 規
ら す 理 則

公

布

さ

れ

た

規

派 察 出 の の 散 出 立
出 本 届 指 の 事 の（
所 部 平 出 定 届 項 届
及 告 成 事 の 出 の 出
び 示 十 項 届 異（ （
駐 三 の 出 平 動 平
在 年 異 成 届 成（
所 十 動 平 十 出 十
の 一 届 成 三 三（
名 月 出 十 年 平 年
称 分 三 十 成 十（
、 ） 平 年 一 十 一
位 成 十 月 三 月

立 挙 に
の 管 係
届 理 る
出 委 落
員 札（

平 会 者
成 告 等
十 示 の
三 公
年 示
十
月
分

あ あ 月 月 りっ っ 一 一 、て て 日 日
は は か か 「

九当 当 ら ら 月該 該 六 翌 一公 公 月 年 日表 表 三 三
かの の 十 月
ら九 日 日 日 三
十三 か か 」 十
二ら ら に 一
月当 当 改 日
三該 該 め ま

平 則
成 の
八 一
年 部
北 を

則海 改
道 正
規 す
則 る
第 規
九 則
十
八
号

施 る に の
行 た 関 一
す め す 部
る 、 る を
こ こ 計 改
と の 画 正
と 規 の す
し 則 変 る
た を 更 規
。 制 に 則

定 伴 （
す い 規
る 、 則
こ 採 第

則

の

あ

ら

ま

し

置 十 一 分 年 分
及 三 月 ） 十 ）
び 年 分 一
所 十 ） 月
管 一 分
区 月 ）
の 分
一 ）
部
改
正

）

十公 公 、 で
一表 表 同 の
日の の 条 期
ま日 日 第 間
で以 以 二 」
の後 後 項 を

の の 中 加 期

）
の
一
部
を
次
の

と 捕 百
と 数 二
し 量 十
た 等 七
。 の 号
報 ）

一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 〇 〇 〇
一 一 〇 〇 九 八 八

一 一
〇 〇
七 七

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し
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第当資
該格 力資中中

中要経

デ企小件済 号 格小 と小
第 業 ー業企は産 要） 企
等 タ件等業、業
用長 の協 ベ協条等適局

同しが 特同 ー同第協

ス組

北 海

２
の政政。道平過

資次と

３ 格令 い令が成去

第 ず第行
う年年 れ

間 指 に 要

お の の も名月に 条 条
該競

道 公 報

る
にめ契資業

者定
るに

す
資との なの

要も務

必
はる

種 格

第

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
告自

及 り 示治
、年び年 第

委度

法
一 施
般月託に 行

業お 競 号令
争日務い

号

こ
の
規 平
則 成
は 十
、 三
平 年
成 十

第 合 化例合組な行 項 組
法 、」合いう

統と号又。官

う掲協需

昭 計いには公

理。げ業適

和 処

及協合組 年 な）る組格

次の 律 にび業が合 法 ど
い小合の証 第 つ中組
企い明 て

号 業業以ずを

て 第 第 件当争日い ４ ４
項 る札前、 ２ １ す入直
関道、 の に こにの国 項

方 定 定 。す税地 規 規 と

共 よ る指滞公 に するを
体 競 でをし団 り 者名納
ど 入 い止いな 争 な停て

、。約格類

こさな

量託

定平処多委多委

に

計排に排

め成理量託

る

等事す事

も年画出関出

の

ー者資者

と月デ業る業

し

にベ理理

、日タ処格処

当
該一ー計以計

札種道

昭入のて

告

に類が

和

よ

令すし

政加結

年参締

者う

第る
以要る

。必す

号にと

資に

下な

十 二
四 月
年 二
一 十
月 一
一 日
日
か
ら
施
行 金
す
る 曜

委体かす

） 務団下れ有

第

託の協にる

組当き に を組業該と 条

る 定

けに合す。 規

受織

き る

実すとと す

、関」
、 小

し法うは 中

施るい

実）２ 企

た律。

組

績昭にの 業

ら へ とれいか 札

が和つ

。廃 参

いと、 の 。てこ
とに 排

こ物 を

い棄 加

な

い

査 て

調 れ

る さ

。係 除

般ス画下画

、 者

究 る

研

約競化等等

契

びー格ー

に争及デ資デ
とベ

り札取タ」タ

よ入

達公まーいー

調のりベ
め化。化

を告とスうス

びび

る行業及）及

すを

りり

務多委取取

役う務

種排契まま

の量託

」定る

令をめ

政格定

示

。海に いた北約

とめ契

第事一 ）知る 。道係 う

般

堀競
札 ５

入 の

争 条

。
日

いに 合 あ
る年て掲

と下律、る

こ法はげ 以

。

北 ７

海
道 約資資

告 資に有資格

示 効 格係格格を

第 期 のるは有

有一１のす 間

タ い

ー な

デ で

効般のる

６

こ入

格再再成格資

イウ作資
た有 申格 中を企申しの

組を申効 請の 小有業請

と

業る合し請期有 企す

業業

は事めめ

類出約と

者務務

、業
５

資

格再次を

アイ資請ア

出いう格 申 審 提提の行
有 の 先先ずこを 請 査 出

加 項

参 １

達に 第

のれと

４

のす

也

付 査請請

審
格申受申

資
申のの の

業る

小協い

中びて
及め

等合き

業組と

企

の号 喪者

定失２

間争にが 更

期競
のる規

、札めに

は入新

る

を札約す

格落契定

資
のる格

す定係資

有決に

に

認まの件

と日も要

る

者又よ書間効 の

めでで

間

協ではう類及期 方 等

す提当

同あ協法とをび
機

合も組る出該

組る業
の合者し

あ、けの

企にではな関
ば新

組るる４れ更

業限

な手

合。資の
な

除ををのら続

を）格

かがす 再 のの

く変有申

き者

在にでる 申 名事 所

。当

当るの

称地請由該

便話者資

北郵電る該

す

号号、に

道番番で格

海
境引係

環

きる 生

き業

活－－続営

部

期
時期間法

の
時方 請時

れ

び資で午関資先け

及

審指ば

方格の前す格の

時法査示な

法審間９る

な

のしか律のにら

査に
申なら申よ
は作。

請け午昭請りい

っ
同あ
協に。

はれ後和

立
３設
第、
法は

合て
組

格
に資
号に

４際
第の

条

し

旨する当

たとあ該

掲

知、い

通。めな

のるた

な

っ期と

あ効と

が有こ

新と

か更た

日のっ

た間

す請い

の、は

１はき

ら

た者類

）しる書。

。更

出

るのそ提

あもでの

で

員、

を成に

格構先

資の

者更提

る変該

すを当

有

資を
そた先

でし出

－ 環
境格相

を続 室北

得、

札う併 内 棄道よ合

廃海

すは

対幌と又 線 物
策市

も渡

課中－る譲

央

のに

条資承

３、り

北はよ

区

、成 、ば５
ま法にた

平な時年次し

なで律掲申

成ら
年い第げ請
る書 。土

申類

日請を 号 月曜
）
規 日類出 に 日、書提

す ）日提る 定 金曜のす

を

らび先と る か及出こ

で
組者
業る

企す
る有
げ

あ
合

下も
以る

九の

四

行、

合員
組成
業構

企が

失

めいを

定な格

にわ資 の指

のもの

。

契う

る。 よ

員に

成示

構

査た

６審し

西格継
資り

にに 休

申
再の

目のも

丁

国日
除 の当り を 日民、よ

。 ）日提わ く 金祝該行

半
と過

」の

） まに出な ）占
。を
う数

い
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札交交便便札

入郵郵落

平 説等及者

成 明付付にびの

十 書よ電決

三 の場方る報定

年 交入に方

十 付所法札よ法

北 海

５
入保第う

開入以証入。

札金札） 札
保 札にを保第 条 下

の 消 参納証７

すの及条 証費 日加付金

等 時金よる納びか 税 し

道 公 報

３４

約海海入入開

契北北入

札環札札札 執 条道道
札

生場日場 の を幌境行 項

所所時所

す中活場

示市
場央部

第

取

２

多委委納札成ま

入平り
と

委
託量託に
北業 す排す託入参年め

役期場す海務 る出る加
者告託

業務る道委 業
事
務者の間所

号

に

と成札

の平入

次

１

お

す

り年付

一

事

般月る

競
争日項

二 にる

月 関入

二 札 す北北

十 る海海のは

一 事道道場認

日

い

幌境でな

項札環所め

央部す

中活付。

市生交

金

北境。

区環る

曜

海第 」 うこ付北ら

３室

と ととの道 す。免 い
者、ま 務 う にる除条 財

の 則 ） じは納で 規 。 同

当 そ方定

相 。、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

。 積地ろ 北 む 見、こ 年

北境

所区環
廃海海成に

３室北北平
同

条
西棄道道
幌赤１。

６物札庁年じ

目策市れ月

丁対
課中ん

１後

北舎午

区庁
央が日

様必第関

処仕に示に

３

す

理
計等契入要

る 画約札な
明格に格

等の説資号資
有

ー札か書規を

デ入日
明平よすす

タ説らに定

。多こ

ー書成るるる

ベ
スに
及る３排。

化よ年量と

札
入

下
以

条廃

。
う

い
と

」
札

入

日

海

課
目策

丁対
６物

西棄

規 の っ自よ 道 ） も方に

た治る

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当
消昭以 相
税

規 以
び政務 額

及年財 る

西５時

条階２

地令

６号

び。月出

室
目議

丁会分

事 取

理

とで処

まま者

り日業
ベ
タ
ー
デ
等

務画

業計

め

道

る海

す北

施
実

を
）

ー

同同同

堀
事
知

。

川女新ソ

の別画

行
興種

の
方第則 上

奈痴・ウ

興

」 消

の

税札）い

費号と 入
北

北興 海

海行平 道

道を成 告 こ詳

青有 示 の細

少害年 第 入は

年興 札、

保行月 は入

名所の

相者契こ

イアイ

札

す札あに入

当落で約

金とかす及 在 る者る関

び
及
化
ス

事

開に入る捨税

そ号ア

げ金た業

札額 掲札落て
加 決 る額金者 ののを 札

要

格
９

也
達

入に額で

時

の

規っ書

務も約

財を契

漢しル

札成

第入作

則て

子査が大 行

り捜た四

ま

の貝嫁

桜４兄女

官る美

けしる

甘ろふれ

のと痺
の

下ら断

題水るだ禁

い
身関夜

半な
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号

北次
を

所

がお部

道と済

海の経

め分

成定管

平り

示 度。そ

年る

二 第

月
二

号十
一

北日

助 う雇

補 いル

道 とア

海
金 。用金

付 をた

交 ）し

曜

関し満フ働前入以
ト事

はに、年ル者のれ下

又
民求雇齢タ事ら
象

営人入がイた業れ対

ムだ主た 職登れ

働

業録日歳就しに者労

とで

紹票現未労、再を

の用目成

者雇を助

職、

２
。

滑勢とる

円情的す

分、

第用事公分ン６て

５保業共野」

共

条険主団北産に野公

にの体海業よの
業

規適国を道振る業職
に安

定用又除新興新務

付名趣

す事はく規ビ規

のの す称旨

デ業、保業

事安戦機振 る及

ルの即
とをを

事び業定力会興

次該営和 補も１
経

の当北む

る道用法

各す海雇年 助

で険第

の事内保律 対号

象い業

い）

お２

にの

ず主事法 る
す

付
交

を
等

金
助

補
て

ラ業

規

日

書
請

申
る

め
定

に イ主

則 の離び除者

）
式

様
の

等

で労職雇く」

介を在満 。成ジ成お定

。

機出の 方）長ョ長い所

る業地

雇の 号 れ業
あ主

月で業
） にを昭 者

業りの 補事間

は

が業か間 助

主創、期
業か

対象平失２

対がつ
を月

労成
働

事
は

又
務

事

者年経間 象

の

、
費
経
象
対
助
補
、
業

成
平

を
部

一
年

）
を 設事。

所の円る

月

と

年は度

５主限

立業
以

て）

内万す

に

金

払１業賃

経支月創の

か降事

１以た 費う日し

２とト時

すラに 補分
円。アい

助の万るイお

限だ雇事

をたルて 率

１

平
等
率
助
補

度し用業 等

成
年
月

す済済

交付類経経
、

日

申べ第第

付
請き

式式

に係様様

書関号号

き
報べ

績す
実付類

添書
書関

告

道
海

北

日

九 知

九

出
提提提

添書
に係

堀
事

付部及部期出 交出限出

支

請、提

申数び数限先

部にる庁

書提出１別す

海
北

示

提期指日

の出先

実要 摘は

也
達

堀
事

知
道

達

書。 要告い
報な

績し

也



金 請金融 申成 成
助助金

申 氏込

職付機 払 者交

北 海

雇求電フ

所に係る事項

保番番ッ

表用人話ァ

代

適ス

名険号号ク

者

道 公 報

、業

規お事事業 新な

１

在 分象に

長対所名所 成
者事

に働る称地 野労係

お

第

支
道

海
北

号

済
経

経

第 済
第

平号

成様 号
十式 様

三式

年の第
十

請先関 名 次３

口
座
番
号

銀
行

号
番

所
業

事号

用番

・

て
トい

てつ
いに項

））

で
雇用

ル雇
ア再

イは
ラ

庁

たま
っり

行あ
をは

用

請 援

申 支
保

確
材

人

様
長

モ事

二に条

月次第

二の２

十２項

一様、

日

る１

え第

加条

を５

式第

金

、

。項

曜第

金
庫

口 ふ

座 り

名 が

義 本
な ・
支

業業当企

創従店

保
確
材

人
、。

でん
のせ

業主 事
ル
デ
モ
援
支

表 事名所代

ル

主 デ

業

た

金
成称地名

助氏
在者 業

申
付

交

日

）
条

当
座
・
普
通

員事業

業全

所体

年
月

費
のる

交事

付業

を
申
請
し
ま
す
。

円

月
年

書
請

人人 日

一
〇
〇



る事項

平
成
十 生ト申紹ト三 ラ請ラ年 年イ日イ十

北 海

用対象労働者に係

※

務出 ラ欄

ト業算理氏

処

イ

道 公 報

事

トライアル雇

イ日 業ラ請

氏生ト申紹

年

第

無イ

人ラ

□□ト 区求

２
用

□□雇 分紹ル
ア 票有

介

号

野
分

長 欄成 理規 処新 ※

ア現介ア二 月ル在ル月 雇の雇二 日用在状用十 対職状一 象況日

平
間

期

金

昭

成

曜

容額名

雇成 ル内

ア助

和

現介

額
定

決

況給

状支

用 用在状 所雇の

月ル在

ア
成

平
間 名期

象
対職

名日 □ 創労
象 状有無対

和
昭

内外に ５以以者 業働 □

状□□項 用事 雇る
係 年

告
報有無

況

日

・

月

年有有有

□□□ 年

□□□

日 月

・・

□
・

有
□

成 日無無無 平

・・

月

年有有

□□ 年

無

□□

日 月

書

成 日無無 平

対象労働者
名日

入入入

雇氏雇氏雇

名 額
請

申氏

付
交

日名日

険
保
用
雇

歳

日

齢
年月 満

の
点
時年

）

歳

日

齢
年月 満

の
点
時年

歳歳歳

日日日

月月月

）

非該非該非

□□□□□

当
該

□
所
業
事
用
適

当

該該該円円

不該

□□

当円当

該

当当当当

一
〇
一



分象働の金

区対労者賃

事
成

助経

北 海

経

１

第
済

交 注

付 号

申

１２３

様

請

主

式

の印象対額

こ※対は
働と３算

様欄労象第の

式に

道 公 報

※※

ラ欄欄

ト業算理理

処処

イ務出

第

ラ請

理氏生ト申紹

処
※

年イ日

欄

号

平
成
十業算 三
年務出
十

円

す
要費

に
業 者な条出

経
象

対
成

助
る

つな２

、いにら第

はつ

こ、助

材はいい項

人て

。５

保支、と第

確、て
賃第

援にの条
成 支庁国

てを項

デい金１金 モお
業載象第

事記対、交

ル

額支 雇成計 ル内合 ア助

決定 況給決 状支給 用容

の

月ル在

ア現介

額
定額

象

支対職

名日用在状

雇

和
昭

成
平

額
定間

決期

給

助 二内 月成

二容額 十
一
日

金

曜

円
円

本
基

成
助

費
額
補た
だ

付 にすと
助申 るこる）

係るす条

の及

金金請 成。成

助と
申緊

算 をの

付道

交び額 ・
有

□

る域

す地出 請急

・

月

年有有

□□ 年

無
□ □□

日 月

・

成 日無無 平

日

助し万万

率限円円

上

助
付り
切 交

満
金未
円 成

１

合用

場雇調

請）
て 申

捨

金

す励

用奨

使進

に促書

る
い
て

。け

と受

こを

る

□□
額
金
限
上

円

事 万万

歳

日

齢
年月 満

の
点
時年

円

）

業額

円円円円 円円

一
〇
二



小小大名株代小

氏

平 樽樽規式表樽

成 都市模会取市

十 市稲小社締稲

三 計穂売ア役穂

年 画５店ー５

十 稲丁舗ル西丁

北 海

規域４１

平届

模なの月

小お生

事規

売、活日成出大

店同環ま

の小

舗法境で年項模

の第のに

要店

設８保北月概売

置条持海

者第の道日舗

道 公 報

北

大

注

海

規

１２

道

模 告

小

ここ

示

売

のの

第

店

様様
式式

舗 はは

立 号

人対地

、、

第

対象労働者の賃金

日
入合

雇

号

雇

及賃

訳
内目

払科 支
２

経入 金 び

二 北目を・目

月 設ア 地

二 区番置イ信番

十 第７す博８

一 一る号

日

事又

発名

開氏

再の

種者

金

再名

業は

曜

め志名

か２た後の
開称

慮庁及

届の配支称

ら項
べ樽所

事定す小び

出規
事工地

の基き商在

項に
に、に働

更き項労

変づ
て所

い該い務

つ当つ事

確労
材象法

て大

支者成

保働平

援１

第

ルと律

デご法

モ名年

事に
業別

月

る作第

係で）

に葉号

月日月

計

日日

対

配

払 の：

費日 支

年年

月 払
支年

間日
期

象月

分

発及

日

物び

築並

建所

設住

施び

意に

は
て
っ
あ
に
人
法
に

が小を着

出模見到

届規

海

っ店する北

あ売有す

知

。を者う道

た舗るよ

す書す

置、出事

設は提

がよと

者にこ

る面る堀

第

成す条

助成６

そりが

。の

交と項

のこ１

金る

に 労申定 象を規 対氏付
場、

るり 者名すよ 働請

日日

月月

にの

合次 円円

者
請

申

者
表
代

額
払

支
）日

定
予

の

ー更 々限タ変 佐成有ン

の平で達

》 社後 木田会

る也

周成き

辺

マ株株 小
地年。

会会 業更ッ式式 売変氏

と
の》ス社社 者前名ク

。
と
こ
る大

すり

用お

使

成 負助
費
道

事
た
し
更
変

分負
己

自 区
額）

担請
申

番
セ
ク
ッ

夫要ブ
幌

峯札

市市号

樽樽幌２

小小札

４２北

穂橋区

稲長東

市

更はリル 変バツ 又

丁丁

１札番

道 称海
北 名

ュハ

住札
幌番幌
市号 市

区北

央区

中号東

額
担

項

北

２３東

目目条

番番
７丁

代
１

号号目

一 表〇 取三

役
締

条東

８条

西

丁

表表 代代代

目１ 所丁目

戸
出

者

役役

締締 表

取取
樹 名悦

氏田羽

反鶴

成
卓

生



規 北

大模 海

規小 道

模売

の

告

小店

１縦午

示

売舗

月覧前

第

店の

３時９

日間時

舗設 まか

立置 号

を午地者

でら

北 海

３
出縦北北北縦平

平届の

書覧海海海覧成
祝 成

日
に 年等場道道道期

の所経後後間年関
す 月縦済志志

覧部支支月る

日地庁庁

道 公 報

２
業年 有ン変平変営出

届

す政月 限タ更成更

の

理の 社年年る策日 会ー

月
１め 幌日月由た 札

第

会

式式々式

株株佐成株

ツ峯豊

社社社

会会木田

ル通

号

マ 平ッ 氏
成

名ク 十ス 三バ 又

年リ 十

く５ら

除後法か

は

成出

。時平届

）

事 分

第更
律変

で法の

ま年項
に

法

第て
）い

号つ

産樽済

律 域小経日
和 課工商）

昭 業商部金

労工か

課成
法 事働平

年 働労ら
律 務

第 所

年
４
）
月号

号
幌２

札番
セ

ク
ッ日 ブ

北
区

東
市

番
ム

コ
レ

ハ夫要テ

東
条

１札番小小名

樽樽古 番幌
市号市市屋号

村

区穂橋中

号東稲長市

丁丁区

北４２

ュ

東２３駅

条目目名

二北 名 月海 二道 称

十
一札 日

区
央

中
市

幌 住

金

８
北

曜

っ
２あ

第が
条出

６届 条

、
り
よ
に
定
規。
のた
項

規
日に

の
次

日
で休

まる
）す

月定
日に
曜び
日並

、
土月
曜
日日 戸

出
役
締
取
表
代

１
目

丁

番番４

７丁 丁
表表

代代

１７

目号号目

羽村

鶴中

役役

締締

取取

西 日

役
締 表

取
表 代代

目 所丁

大
り
お
と

氏田
反

者

祝 縦北北縦平１縦

のの
３時

日 覧海海覧成月覧

に 場道道期

ま
関 所経十間年日間

民年
国翌
びら
及か

済勝

２３

変平変営出成出

届平届
書 更成更業年

す政月年等 変の

の 更年年る策日

理の月縦

成
卓

後月

式東更大来

株河変
アイ

が更

会郡し規変変客変

前後駐前

社音よ模更更

１
樹雄
忠

オ更う小

成出大ス中大名

平届氏

事規ー川規

小ー幕小

年項模パ郡模

の

４
生 名悦

月概売オ別売

なの月
域
お生

に

法境で

同環ま

、活日

す ８保北

第の

を
る 部支月で
法 地庁
産工く
律 域商日除

和 課働））
昭 業労金。

観か
律 成

法 課平
年 光ら

第
年
４

更日

）日月由変６覧

時
８め

前た

午日の

））車）
９

後
午
ら

か
分

午

ケ木す店場

ー町と売

店利前

ー野る舗開開を

項お時時用９

大事に店

表西い刻刻す時

代通

てる 取

前とか

締丁小午午こ分

９がら

役目売前

１業
行き後

藤番を時時で午

要店ー町店

うる９

本４

設

のー内を

日舗ケ札舗

タ町す

称ン葉置

名セ青
る

及
びー

者

在内の － 所札

氏

の道

条持海

は
又
名

地店

の配支

項め勝

２た十

第

労

にべ工

定す商

規慮庁
に光

き項観

づ事働

基き

）
月号

当つ課

、

規
日に

日
で休

まる
）す
月定

日に
曜び
日並

、

時

土月

典者時時
で

ま
分

成の間 称
名

刻
時で

店ま

開帯分

道に

海び

北並
所
住

び
及

いに

っ

堀あ
に

事人

知法

模見す

規意着

大て到

該

提

店すう

売有よ

小をる

舗る

一を者出

〇設はす

四

が

る面と

す書こ

置、る

者に

曜
民年

国翌
びら

及か
日日

よで

の

也者
表

達代
は

て

周成。

の平る

そりき

が
辺
地年



２３
立村

指指アイウ

平 定木主主森間 定

成

施の伐伐林伐

十 の伐はと整に

三

採 業、し備係

年

目の
択て計る

十 伐伐画森

北 海

定１ 北

森す 海

る平保 道

。成

林
告安 法
示

年林 第

の

昭
和

月所

号在 年

日

道 公 報

北第北第北第北第
海 海 海 海

同同

道号道号道号道号

有
合

混同

第

北

道登

良

海

営録

野

道

土番

土平

告

地号

地成

示 改

改 第

良

良年
区

肥 の月

津 号料 定
款日別

号

北

土
道

海

地
告改 午

示良 前

第法 ９
時

昭 か

号

要 午

和 ら

二 に採で林 方

月 的件法よを定は

二 るすめ、

十 。るる次

一 土こ標の

日

期り

のが伐お

砂と準と

のる以す

出き齢と

流で

金

備木の。

防立上る

曜

第所

律場 法

はも

市 第

達 ）伊 号

大

２

町 の

平 条

混混

料
肥

質
機

２ １

の 第

機

合有有有

合合合

混混

１

－－－

有５６７

機機

地種 変央

の中の

機１１

附肥

可営

認国

を区類

更

名 農
営の

。道料 た帯

し

防称

地

律 時

法 ５

年 後

第

分
ま

第
）

で号

、の

２
第

条

日

所
の
木。

立る
該す

当と

規
の

項

に
村
町
市
る
す
在

次

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

り窒り

保
に

う

堀 よ
の

事

素 んんんん

窒り窒り窒

全全全 酸酸酸酸 素素素
量量量量量

全全全全 全
量量量

有量

含大含大含大含大

をはをは

有量有量有量

災

をはをは

海全分

北保成

地証

農保

道、量
そ

堀、
ょ） 事き％ 知暗

り
よ

に
定

規
の

項

）
地
整

成
平

、
年

定１
町
市
る
係

月

北

森を 海

解平解在 道

除成除場

林
告

に所

法
す 示

る年係 第

る

昭
。 和

月保

指

也 を
林

達 安
立次役
市

木の所
とえ 伐おの備

のと次に

公

許、許、許、許、

り

定れ定

さ公さ公さ公さ

規る規る規

れ定れ定れ

格有格有格有格

る規る

と

害の害の害の害の

有

お分お

成と成と成と成

りのりのり

分お分お分

最最最最

のりの

達）の

路式

名釧株同同

の

の

也業他

事

北

肥規 海

料平 道

取成格 告

締 示

法年 第

昭月

供平

地そに

土覧
富

、
日

良関す成

改の
事係る

業書。年

変類
更は月

安 号年
第所

律の

法日林
郡 第

山 ）檜 号

厚

とお置 採

町 ２

部 の

沢 条

は縦

る」て 限
すりい の

しす
略供
省に
、覧

度。

化会

係
関
の）
そ。

、る

式事

株商

業興

工日

成社

路路

住釧釧同同

称社
会

市市

和 号

日生

第
律
法
年

の
条
７

第
）

産 号

計、
走

め網
定道
を海
画北日

第

い
置
え

備
に

庁
。支

た

の

里 項

上 ２

字

規
定

海の よ

北次 に

一 道図 り

〇 知に 、

五

分 う

堀部 よ

す の

事示 次

庁
支

振
胆
道
海

北
を
類
書

毛浦

楽が

大星

林
部

済
経

大
通

号
６
番

５
目 １丁 地４ 番

所

次 北北 、
り
よ

に
定業

規
料 知知 肥 道道者 の 海海

平
、

て

録 堀堀 登
を 事事

成
年
月

ら
か
日

。 林

達る 安

限 保

に に

日

達
伊

び
及
課
務

指

也） の

成
平同同同

也月
年 達達 。録

た登 し

縦
の

般
一

、
間

日

也



道路

道しそ日

更の１２

。関ら成路

路たのか平

の線

法

係２

類名

昭図週年種

和面間
は、月

年、一
北般日道増

北 海

北 １２３４

道
海

路工工工

告 事事事

示 線の完

第

種 区了
の

名間類日

号

道 公 報

次 北

豪の

１２３

海

雪と平 道

地お成

作作作

告 業業業

帯り 示 種期地

対完年 第 類間域

策了
特す月

別る 号 公平浦

共成臼措。日

第

第 北

札 海 備

平 幌 道号 え

開成 告） 置

発 示 次い

建年 第 第 のて

設 図縦条 部月 に 」覧

長 号 はに
、供か日 お

号

安目
保た解

２３

平除 林的
成と
十の し

三て

年
理

指

十

道縦稲

律海の道毛

法 定

建覧田

第

設に線

路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

セ田田築成

ニ虻虻改平

コ郡郡

町ニニ年

道セセ

藤ココ月

山町町

線セセ

通ニニ

北字字日

ココ

町置

番番

測
量年法

級７和

２月昭

基日

律

点ら法

準か年

）
月第

７

、て 省すらい

ま）

日号

、）の用 し。次準 略る

法 図り同 のおる そとす

を共第 面公
実２ 道の第 海量条 北測
項 檜

二さ

月れ由

二
十
一公道

日

す

健と

保地

の用

衆路

金

た
る

曜

り

萌 よ

留 に

道 定

海 規

め

知 路

現道 道

木海 、

土北

を

備堀 域

に 区

所事 の

業

２

い の

置 次

え

海らで 北かま
先先

地地

で第

堀
事
知
道

る
よ
に
定
規
の
項
１

第
条 庁終規 支がの 山施

道
町

た海 よ 済し北 に 経了定
知 務、知 通 林旨道 る 部

び法堀 あ 及量が 課測事

た 厚っ

部和。 沢昭

日

変示
告也 り

、 お

て達 と

成

のか平道

そ日路道

の

野

関ら

線 係２

婦

図週年塚

面間

也
達

は、月美

北

道 海

路 道 呂地 常

法 告 呂郡 地先

示 郡置 先ま

昭 第 置戸で

和 戸町 河

日
の１２３

を
事
工
の

川

路路

のか平道路道区

そ

の線の

関ら成

係２

類名域

図週年種区

面間

達
は、月

町

更

に律

場法也

役年
北

道し 海

た 道路 増地

。 告法 毛先

示 郡か番

第昭 増ら１

和 毛増地 域
区
の
路
道区

３

町毛先

名線 、一
道縦供積積

海の
北般日

積 用

設に郡郡

建覧丹丹

る町町

道す丹丹

部供積
日

備字字

整。大大 開 路

町字

及司司 始 課日

年 号

）律 置戸 地法

字置 敷
戸か第

番 ら

第
）
号 番常１

項
２
第

条 前後後

、一

訓

海の道戸

北般日道置
北

設に府間

建覧子

道縦
路る線変後

道す見

部供
及
課

備前別

整。更の

号

毛

法 料増で

年 御郡ま

律

町第

番御
１料

第
）

号

前後

前別
更の

変後
間

１
第

条

び町町

の 北
海番番

道６

北かま

樽先先

区 小地地

業知

現道

木海間らで

土
に用成

所事供平

備堀開

の
え始

規
定

らでよ かまかまかまに
の
次

、
り らでらで

道
路
の

網幅

道の 海

地 北
び敷

供

知

現道延

木海

土北

走員

項

え
備堀長

に
所事

業

の
規
定

らでらでよ

かまかまに
路

道
、
り

の
区
域

員
幅

の
地

敷

を

一延

〇
六

長

置の

い期 開
を

用
示

告也

、
て達日 達道

い国重

置

。
る
す

始

の間

告也と区

、等複

て 道
国重

変
り

お
と

の
次

示 の間
と区

等複



及発

開れ開所開

１２３

発る発

平 区地許び許

成 域域可氏可

十 又のを名年

三 は名受月

年 工称け日

十 区た及

北 海

事 北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

網計 発及発

了 走画 許び許

し年 支法 可氏可

た 庁 を名年

。月 告昭 受月

示和 け日

日 第 た及

道 公 報

事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
留

区地

計
了 萌画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

第

り）産び

よ表水及

、の林空平

北一北務知成

海部海部支

道を道資庁年

の平の源に

海成海管あ月

洋理っ 洋
年生課て日

号

存
保

の
源

資
物

生
洋

海

二 に者び

月 含の番

二 ま住号

十
一
日

別別軽成

紋紋遠平

郡郡町

軽軽５

遠遠長年

金 町町北月

字１川

曜 豊条日

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

留堀平

）

萌松成号

市建
住設年第

之工８
日１

町株８第

江業月条

１式

に ７

含

年
号 支

第
律ま

法

留

号 庁

南 第

市 ）

萌
町

第

４ 条

告

物及は

生

目 １

丁

物

源各済

資月資び経

源
保付保庁林 の日の支部

及で及済課 存け存経務

管更管水に び変び部）

にたに課え 理し理産備

の関置

び
及

すです石い 関

公

律
法

る
す

関
に

理
管

里通健

成
平

日 北司網 北

３建

２ 網目第 地 道丁指 番 海
走

－

太区
工 長号 ４ 庁５ 第 支

規

目社留の

丁会項

田
）

建

よ

地締第に

番取指定

役
松発

堀開
の

長次

社号る

項

夫に

幹為
行

海１ 規

北－ の
示

る

萌ち よ

留う に

道の 定
次

支、
庁

う 行

高の 発

１ 開

長－ の

縦 る、る狩て

に

橋ち 為

に 画
表画庁覧 計公計支

るはあ供北

す」に
てる道 成
。、っす海 平

省
略は。知

し、）事 年

、経
そ済堀 月

の部

法
年

８

容産
内水 日

表

第
律

夫
敏

項
７
第
条
４
第
）
号

出 北

政が 海

あ平 道

っ成

治
選資
た 挙金
の年 管規
で 理正
、月 委

６７

工
る

す
関

に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

３４５

工

矢 る
す

直 関

札

２

契一 落平落落

約般 札成札氏住札

の競 者金 を

相争

氏手入 円 決年の名所額

定

海

を室達 北

し月名方札

１

公道川
海上也 道

北、
ーーー

の平落パパパ

次

にソソソ

と成札

お

るルルル

り年係ナナナ

一
に
定
規
の

般月物コココ 志
後
庁
育
教
道
海
北

法
同 員

法日 会

第
昭
告

７
和
示

条 第

法の
年

律２
第 号

１
第
項

北北

定海 第
規北 ）
の 号

道道

公教務海海

の道事
庁担教虻

告育を

道

後当育田

選

教る後倶

志す庁郡

挙 育組志知

管

告の育町

局織教安

理

第称企１

示名局北

委

及松大を

５及画条

た

住リ市定

日日び下阪決

・区手

ス央た

所ー中し

丁
ッ１

ジ橋
レ麗

ク高続

品ンンン

式６
株目
ト

競

のュュュ

争日等ピピピ

称タタタ

札名ーーー

入
落数２１１

りび

よ及

に

７

者
札量式式式

を

北×××月

決台台台１

定
告
局
育
教

道

示 教第

育

号
６

庁
後
志
教

１
づ挙 第
基選 条

に道 ６

員 規
そ委 の
、理 項

き管

名会 定
の

一 称委 に

〇 等員 よ

七

治
次 政

を長 る
と 団
の

員

所務２

号び総東

会

地目

在課丁

告
示

海２１１あ

号
社６

会番

。教り

た道校校校た

し

庁通通学単

育普普聾の

志））））

後科科校価

下
長
局

育
教

育
局
告
示

表 立
公康 設

り の
お橋 体

治
清

田

。
届る
す之 の



主 治民
由

政自同同同同

豊南

幌幌幌

団札札札

党
央平区 体中

北 海

届 北

政出 海

が

同同同

道

あ
治
選

っ
資
挙

た
金
管

の
規
理

で
正
委

、
法
員

同 会

道 公 報

か
る

あ政同否同同政否

別党党

の
か

否

第

出 北

政が政 海

あ

政

道

っ

党 治
選

たの 資
挙

の支 金
管

で部

規
理

、で

正
委

同
法 党

員

法 会

号

のか
党る

政あ

平

支否 成か
十の 部
三で別
年
十

合合支

の連連合

区区連
代同会

称

部部 名支支部

動責責

表表 計計

異代会

法
昭

者者

告

第
和 松西松

示 風村岡

７ 第

法 之子条
年 会貫博

律 後後の
２ 号

会会第
第 援援

１
に 条
定 ７
規 第
の ）

項 号

田由原

自同小国石自小
ね

民政守ひ民つ

由野分
後後な党ゆ

主雄雄さ主
来後

北北援援り早き

党
道道援支援

海海会会後

東
市市

幌幌
札札会部会

第政

昭

央区
中

告

７
和 自

示 由

条 第

法 主の治

年 民

律 党２
第 号

海１団 第 北
道項

研定 第

発規 ）体 開の 号

会基 条の 究に ６

二政

月
二
十治

一
日

体
団

金

の 曜

氏
のの 事のの 者者

任任

項名名名名

氏氏 氏
上平嶋岩藤

三中草丸加

に
き 定
づ 規
基 の

異徹公

同称 治
名 政
の る
そ よ
、

の 届
次 の
を 体
等 団

同同

四
区第

大字大お 事
と 出

利紋勇浦

部
支部

五支
第

郡

幌磯尻別払河

札同上
上利落早浦

市郡郡市郡
町

央区磯尻石来河

中東

士１栄字

区本町富町町

名 部き １

支づ 第

北町谷

に
名 定
の称 規
そ の
、 項

政た 広を る

帯等主 よ
称

体

６と 団る 西の 治

市次

南り の

条お事

日

勉郎充仁

事
る

た
主

称
名

公 の

通西通り 項

動
新

恒

動す

丁別丁表 異

５幌５
目 目

。

地地る

番４番

６－６

成
平

平小平年

１好町丁町野
野林野月

深

６
条条３鷲目

西３丁泊－ 丁目字番４－ 栄３ 丁目

町号 目５番 １番

番 地 －
号地

田屋川

長山伊石石大鮫

公 設務

内田藤川

届るの

目す の所 丁表 立
成
平地

在 ル
ビ所 郷。

山年代
表 表

代
地

在
所

の
所

務

崎月

上部城藤

谷

西三長岩工

也恒雄晴子

孝唯秀麗 内
旧

桑米桑

イ雄イ

ア忠ア日

光彦海
北

征友征

原谷原

一男
千

直一亀久和三
彦

柏古富尾岸

也仁治透就

田藤木川樫前本

氏内佐

司弘夫春

正武恭充時敏

者
名樹清雄

責 村

計

笹会

泉名
氏

日の

昭任

氏
の

者

義海成の

北平者

任
責

計
会氏

名

容

成の名

平者

成
平

届事同同同同

年
挙
選
道

）先局

分出務 月
員
委

会
員

委
理

管

同同同

長

走振高

事同渡宗網胆日
所所

支支支支支 務島谷

局所所所

道

届

選年

十挙
委）先

支理分出 勝管月

長
員

委
会

員

所

届
年

）先
分出 月

一
〇
八

之
康

橋

之
康

橋



出 北

政が 海

あ平

同

道

っ成

治
選資

平 た 挙金

成 の年 管規

十 で 理正

三 、月 委法

年 同 員

十 条日 会

北 海

井野

同谷同酒同酒同小

芳芳寺

村井

石合

後鳧三連

哉秀秀勇
会

援延援

会後町後

援舞
会出

道 公 報

谷田

小川安砂日岡同吉

昭民商し正

樽村藤川本

連

医さ一社工げ人

市ま

会盟つ合

師し後協連か

援

盟援会士と後

連後援

地ゆ会

会別あ

第

く館

福木自小さ同さ函

民政らら民

士村由野く

協

後美主雄いい社

勝康

援治市会

援後党後外都
題

会海会後柏問

会援北
函会後研

道援楊

号

し会や

木政場

勝勝馬同

連共

うと
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